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な
お
、
昨
年
作
業
所
を
建
設
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
本
体

の
南
側
の
非
常
口
か
ら
作
業
所
前
を
通
り
、
施
設
の
前
庭
か

ら
市
道
へ
抜
け
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
路
を
作
り
ま
し
た
。 

 

生
活
訓
練
に
続
き
、
こ
の
通
路
を
用
い
て
の
避
難
訓
練
も

行
な
い
ま
し
た
。
雨
の
中
で
し
た
が
計
画
ど
お
り
に
避
難
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
訓
練
で
更
に
補
完
す
べ
き
点
が
一
、
二
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
わ
か
っ
た
こ
と
も
収
穫
で
し
た
。 

一
年
ぶ
り
の
東
北
に
感
慨
新
た
で
し
た 

 
 
 
 
 
 
 

第
二
仁
生
園
生
活
支
援
員 

矢
吹 

淳 

 

福
島
原
発
事
故
の
影
響
を
懸
念
し
、
い
わ
き
市
か
ら
北
杜

市
に
避
難
、
家
内
と
も
ど
も
第
二
仁
生
園
に
職
を
奉
じ
て
一

年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
び
命
を
承
（
う
）
け
陸
前
高
田
市

の
障
害
者
支
援
の
た
め
八
日
間
出
張
し
て
来
ま
し
た
。
瓦
礫

（
が
れ
き
）
の
山
を
前
に
健
常
者
も
障
害
者
も
「
陸
前
高
田

の
一
本
松
の
よ
う
に
が
ん
ば
る
…
」
な
ど
語
り
合
っ
て
い
ま

し
た
。
感
動
的
で
し
た
。 

第
二
仁
生
園
の
代
表
と
し
て
恥
か
し
く
な
い
よ
う
懸
命

に
奉
仕
し
て
参
り
ま
し
た
。
で
き
る
こ
と
な
ら
ば
重
ね
て
応

援
に
駆
け
付
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

聞
き
し
に
勝
る
惨
状
…
一
日
も
早
い
復
旧
、
復
興
、
発
展
を
！ 

 
 
 
 
 
 
 

第
二
仁
生
園
生
活
支
援
員 

平
島 

江
一 

 

東
北
ま
で
の
移
動
中
目
に
し
た
各
地
の
倒
壊
建
物
や
が

れ
き
の
山
…
聞
き
し
に
勝
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
処

理
に
国
・
地
方
・
民
間
を
問
わ
ず
取
り
組
む
べ
き
こ
と
を
痛

感
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
東
北
の
皆
様
が
不
撓
不
屈
、

逆
境
を
は
ね
の
け
ら
れ
て
一
日
も
早
く
復
旧
、
復
興
、
発
展

を
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
心
の
底
か
ら
…
本
当
に
心
の
底
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

陸
前
高
田
市
で
の
障
害
者
の
皆
様
の
介
護
支
援
は
二
十

七
日
か
ら
始
ま
り
、
四
月
一
日
（
日
）
に
終
わ
り
ま
す
。
僅

か
な
期
間
で
す
が
、
誠
心
誠
意
努
め
て
参
り
ま
す
。 

  
 

 
 

非
常
電
源
で
避
難
訓
練
・
生
活
訓
練
実
施 

 

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
の
三
月
十
一
日
午
後
七
時
を
期

し
、
見
出
し
の
訓
練
を
行
な
い
ま
し
た
。 

昨
年
の
暮
れ
か
ら
今
年
二
月
の
末
ま
で
非
常
電
源
の
強
化

工
事
を
行
な
い
ま
し
た
。 

大
震
災
の
と
き
に
は
真
っ
暗
や
み
で
困
り
ま
し
た
が
今
度

は
照
度
も
十
分
で
意
見
交
換
や
食
事
に
あ
た
っ
て
も
不
自
由

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
路
か
ら
の

避
難
訓
練 

非
常
電
源
の
下
で
の
生
活
訓
練 

 
 

東北に応援に行って来ました 

愛
寿
会
で
は
次
の
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す 

 

お
尋
ね
は 

 
 

〇
五
五
一
―
三
二
―
三
三
四
〇
ま
で 

 

栄
養
士 

一
名 

 

勤
務
日
、
勤
務
時
間
、
給
与
そ
の
他
委
細
面
談 

 
 

 

仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
に
勤
め
な
が
ら
ヘ
ル
パ
ー 

二
級
の
資
格
を
と
り
た
い
方 

若
干
名 

 

採
用
者
は
愛
寿
会
の
一
年
間
の
期
間
採
用
職
員
と
な
り

ま
す
。 

ヘ
ル
パ
ー
二
級
の
資
格
を
と
る
た
め
勤
務
時
間
を
短
縮

し
て
勉
強
し
た
り
、
月
一
回
程
度
甲
府
な
ど
の
養
成
機
関
に

通
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
の
間
、
給
料
、
交
通
費
、
受
講
料
、

教
科
書
代
等
と
し
て
二
百
四
十
万
円
ほ
ど
が
支
給
さ
れ
ま

す
。 

 

勉
強
す
る
時
間
以
外
は
仁
生
園
、
第
二
仁
生
園
の
仕
事
を

手
伝
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

な
お
、
一
年
間
は
本
人
が
希
望
し
な
い
限
り
夜
勤
な
し
で

す
。 

 

一
年
後
の
こ
と
で
す
が
、
施
設
側
と
資
格
取
得
者
が
話
し

合
っ
て
正
規
職
員
と
し
て
引
き
続
き
勤
め
る
の
が
基
本
で

す
。 

 

た
だ
し
、
何
れ
か
の
都
合
で
愛
寿
会
の
施
設
以
外
の
施
設

に
勤
め
る
も
よ
し
、
他
の
職
に
転
ず
る
も
よ
し
と
す
る
弾
力

的
な
制
度
で
す
。 

 

門
戸
が
広
い
ヘ
ル
パ
ー
二
級 

 

国
の
制
度
が
変
わ
り
各
地
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

者
住
宅
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

も
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
や
こ
れ
や
で
ヘ
ル
パ
ー
二
級
の

資
格
を
持
っ
て
い
る
と
就
職
の
門
戸
が
広
く
な
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

経
験
豊
か
な
愛
寿
会
施
設
で
資
格
を
取
得
し
ま
せ
ん
か 

 

仁
生
園
、
第
二
仁
生
園
で
は
他
に
先
駆
け
積
極
的
に
こ
の

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
下
さ
い
。 

第 

二 

仁 

生 

園 
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三
月
二
十
六
日
（
月
）
第
一
回
評
議
員
会
・
理
事
会
開
催 

 
 

平
成
二
十
四
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た 

 

三
月
二
十
六
日
（
月
）
に
平
成
二
十
四
年
第
一
回
の
評
議
員
会
・
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
新
年
度
の

事
業
計
画
及
び
予
算
の
ほ
か
就
業
規
則
及
び
経
理
規
程
の
一
部
改
正
な
ど
合
わ
せ
て
七
議
案
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
、
何
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
あ
ら
ま
し
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

 

平
成
二
十
四
年
度
事
業
計
画 

一 

愛
寿
会
と
し
て
の
基
本
的
な
運
営
方
針 

 
 

地
域
の
高
齢
者
・
障
害
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
「
選
ば
れ
、
愛
さ
れ
る
施
設
」
と
し
て
、「
三

つ
の
基
本
方
針
」
及
び
「
七
つ
の
誓
い
」
を
守
り
な
が
ら

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
障
害
者
自

立
支
援
事
業
な
ど
八
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。 
 

二 

重
点
事
項 

（
一
）
財
政
基
盤
の
強
化 

 
 

 
そ
う
遠
く
な
い
時
期
に
仁
生
園
二
号
館
の
改
築
を

行
う
こ
と
を
想
定
、
建
設
積
立
金
に
三
千
五
百
万
円
を

増
額
し
ま
す
。
こ
の
結
果
同
積
立
金
の
平
成
二
十
四
年

度
末
の
額
は
二
億
一
千
七
百
万
円
と
な
り
ま
す
。 

（
二
）
職
員
の
給
与
制
度
の
検
討 

 
 
 

こ
れ
ま
で
三
年
間
続
い
て
き
た
国
に
よ
る
「
介
護
職

員
処
遇
改
善
交
付
金
」
の
制
度
は
今
年
の
三
月
で
終
わ

り
ま
す
。
今
後
は
こ
れ
に
相
当
す
る
額
を
介
護
報
酬

（
障
害
者
施
設
の
場
合
は
障
害
者
自
立
支
援
事
業
収

入
）
に
組
み
入
れ
、
そ
れ
に
よ
り
基
本
給
を
引
き
上
げ

る
よ
う
改
正
さ
れ
る
方
向
で
し
た
が
、
最
終
的
に
、 

 
 

① 

介
護
報
酬
の
加
算
と
い
う
か
た
ち
で
従
来
の
交

付
金
相
当
額
を
支
給
す
る
。 

 
 

② 

処
遇
改
善
の
方
法
は
基
本
給
の
引
き
上
げ
に
限

ら
な
い
。
従
前
の
よ
う
に
一
時
金
や
賞
与
で
も
よ

い
。 

 
 

 

  

 
 

 

③ 

加
算
の
制
度
は
三
年
間
の
限
定
で
あ
り
、
三
年

後
は
介
護
報
酬
本
体
に
組
み
入
れ
る
。 

な
ど
と
さ
れ
ま
し
た
。
基
本
給
へ
の
反
映
は
三
年
間

先
送
り
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

 
 

 

そ
こ
で
今
後
の
取
り
組
み
で
す
が
、 

① 

加
算
に
よ
り
従
前
の
交
付
金
相
当
額
が
保
証
さ

れ
る
に
し
て
も
、
四
月
か
ら
の
介
護
報
酬
改
定
に
よ

り
か
な
り
の
減
額
が
あ
る
。 

 
 

② 

加
算
は
三
年
間
に
限
ら
れ
そ
の
後
が
ど
う
な
る

か
必
ず
し
も
定
か
で
な
い
。 

 
 

③ 

公
務
員
の
給
与
が
相
当
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。 

 
 

 

以
上
の
よ
う
な
複
雑
な
背
景
が
あ
る
た
め
、
愛
寿
会

と
し
て
は
、
処
遇
改
善
分
は
従
前
の
と
お
り
年
度
末
に

一
括
支
給
方
式
と
し
、
給
与
制
度
の
検
討
に
つ
い
て

は
、
諸
条
件
を
慎
重
に
見
極
め
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
ま
す
。 

（
三
）
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
支
援 

 
 

 

平
成
二
十
一
年
五
月
に
県
下
で
も
稀
な
「
介
護
福
祉

士
資
格
取
得
奨
励
手
当
支
給
規
程
」
を
定
め
、
以
後
三

年
間
支
援
し
て
き
ま
し
た
。 

 
 

 

介
護
福
祉
士
の
受
験
資
格
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
は
実

務
経
験
が
三
年
以
上
あ
れ
ば
可
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 
 

 

と
こ
ろ
が
二
十
七
年
一
月
の
試
験
か
ら
は
こ
れ
に

プ
ラ
ス
四
百
五
十
時
間
の
専
門
講
習
の
受
講
が
必
要

と
な
り
ま
す
。 

 
 

 

 

利用者の皆様の誕生月を調べましたら３月が最多で２１名でした。語ったり唄ったり踊ったりの楽しい誕生会でした。おやつには
ひなケーキ。昼食メニューは、彩（いろど）りおこわ、いなり寿司、煮しめ盛り、茶碗蒸し、お吸物、フルーツ盛り合わせ、甘酒、

ジュースと豪華版でした。26日は評議員会・理事会の日でした。評議員・理事の皆様にも、誕生会にご参加いただきました。 

3月 26日（月） 仁生園で 21名の誕生会 



が
進
み
、
腰
、
膝
等
の
故
障
か
ら
全
く
利
用
さ
れ
て
い

な
い
状
況
で
す
。 

 
 
 

数
年
来
ど
う
す
べ
き
か
検
討
し
て
来
ま
し
た
が
、
こ

の
際
和
室
を
撤
去
、
洋
間
に
し
て
日
中
活
動
の
活
性
化

に
役
立
て
る
こ
と
に
し
ま
す
。 
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こ
う
し
た
改
正
を
踏
ま
え
平
成
二
十
三
年
度
は
極
力

早
期
に
資
格
取
得
を
図
っ
た
方
が
職
員
は
も
と
よ
り
施

設
と
し
て
も
妥
当
と
判
断
、
先
任
職
員
を
講
師
に
一
年

を
通
じ
三
十
一
回
の
勉
強
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。 

そ
の
成
果
は
去
る
三
月
二
十
八
日
の
発
表
で
十
人
合

格
と
の
好
結
果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。 

 
 
 

こ
の
試
み
は
二
十
四
年
度
も
続
け
ま
す
。
併
せ
て
、

前
述
の
規
程
を
改
正
し
、
よ
り
資
格
取
得
に
役
立
つ
制

度
と
す
る
よ
う
検
討
し
て
参
り
ま
す
。 

（
四
）
相
談
セ
ン
タ
ー
の
充
実 

 
 
 

高
齢
者
の
増
加
曲
線
は
右
肩
上
が
り
で
す
。
こ
れ
に

並
行
し
て
相
談
件
数
も
増
え
て
き
ま
す
。 

 
 
 

仁
生
園
相
談
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
）
は
専
任
が
一
名
だ
け
で
す
。
国
の
方
針
で
一
名

の
持
ち
件
数
は
基
本
的
に
三
十
五
件
で
す
。
こ
れ
で
は

希
望
に
十
分
応
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
三

月
一
日
付
け
で
兼
務
職
員
二
名
を
配
置
し
ま
し
た
。 

 
 
 

二
十
四
年
度
は
三
名
の
陣
容
で
相
談
に
耳
を
傾
け
、

よ
り
適
切
に
対
処
し
て
参
り
ま
す
。 

（
五
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
拡
充
を
検
討 

 
 
 

平
成
十
七
年
度
以
降
北
杜
市
内
各
地
に
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
が
開
所
、
そ
の
余
波
で
一
時
利
用
者
が
激

減
し
ま
し
た
。 

 
 
 

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
利
用
者
の
皆
様
の
声
を
聞
き

な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
見
直
し
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
そ
の
甲
斐
が
あ
っ
て
二
十
三
年
度
は
利
用
率
が
過

去
最
高
に
達
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
束
の
間
。

二
十
四
年
度
か
ら
は
デ
イ
の
介
護
報
酬
が
相
当
程
度
引

き
下
げ
ら
れ
る
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。 

 
 
 

そ
こ
で
、
四
月
か
ら
職
員
一
名
を
増
員
す
る
と
共
に

利
用
者
の
希
望
調
査
を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
き
運
営
時

間
の
延
長
等
事
業
内
容
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。 

 
 
 

ま
た
、
送
迎
用
自
動
車
の
更
新
と
か
洗
面
所
の
増
設

な
ど
利
用
者
の
快
適
性
を
高
め
る
た
め
に
一
層
工
夫
を

凝
ら
し
て
参
り
ま
す
。 

 
 

 

   

（
七
）
愛
寿
会
事
業
開
始
四
十
周
年
記
念
の
準
備 

 
 

 

平
成
二
十
五
年
五
月
に
四
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。 

 
 

 

記
念
誌
の
編
纂
、
記
念
式
典
の
挙
行
な
ど
の
準
備
に

入
り
ま
す
。 

（
八
）
第
二
仁
生
園
調
整
池
整
備
の
た
め
の
基
本
設
計
委
託 

 
 

 
 

第
二
仁
生
園
の
南
側
に
調
整
池
が
あ
り
ま
す
。 

建
設
時
に
水
利
権
を
有
す
る
長
坂
町
三
ケ
区
と
協

議
、
下
流
河
川
の
氾
濫
防
止
の
た
め
設
置
し
た
も
の
で

す
。 早

晩
北
面
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
に
す
る
こ
と
で
開

発
許
可
を
得
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

第
二
の
経
営
も
軌
道
に
乗
っ
て
い
ま
す
の
で
二
十
四

年
度
に
整
備
の
基
本
的
な
方
策
を
纒
め
る
こ
と
と
し
ま

す
。 

（
九
）
第
二
仁
生
園
開
設
五
周
年
記
念
事
業
の
開
催 

 
 

 

平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
に
開
設
五
周
年
を
迎
え
ま

す
。 夏

祭
り
に
併
せ
て
の
記
念
行
事
、
簡
素
な
記
念
誌
の

発
行
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

（
十
）
愛
寿
会
後
援
会
に
よ
る
支
援 

毎
年
後
援
会
に
は
多
岐
に
わ
た
り
ご
支
援
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

二
十
四
年
度
も
両
園
の
夏
祭
り
、
先
端
的
な
介
護
機

器
試
用
の
た
め
の
費
用
、
職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た

め
の
研
修
会
及
び
講
習
会
へ
の
支
援
費
等
二
百
余
万
円

を
予
定
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

   

一 

予
算
の
総
額
は
収
入
支
出
と
も
八
億
三
千
余
万
円
で

す
。 

二 

介
護
保
険
事
業
、
障
害
者
自
立
支
援
事
業
が
収
入
の
柱

で
す
。
八
億
八
百
余
万
円
を
予
定
し
ま
し
た
。
前
年
度
比

三
千
八
百
万
円
の
増
で
す
。 

（
六
）
や
す
ら
ぎ
の
改
装 

 
 
 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
は
、
ご
高
齢
の
皆
様
九

人
が
ご
一
緒
に
団
欒
（
だ
ん
ら
ん
）
し
生
活
す
る
場
で

す
。 建

設
時
に
和
室
を
利
用
す
る
機
会
が
多
か
ろ
う
と

こ
れ
を
設
置
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
高
齢
化
、
重
度
化 

 

平
成
二
十
四
年
度
予
算 

3 月 26 日（月）の理事会・評議員会。園長、法人事務局長、副園長、部長らか
ら詳細な説明があり、理事・評議員各位から多くの建設的な意見が出されました。 



 

雛
段
の
前
で
、
利
用
者

様
も
「
お
内
裏
様
」
と

「
お
雛
様
」
の
よ
う
な

素
敵
な
笑
顔
で
写
真

を
撮
り
ま
し
た
。 

 

季
節
の
行
事
を
取

り
入
れ
、
リ
ハ
ビ
リ
体

操
な
ど
も
行
な
っ
て

お
り
ま
す
。 

ご
高
齢
の
皆
様
楽

し
い
仁
生
園
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
下
さ
い
。 

        

 

四
月
十
七
日
（
火
）
午
前
十
時
二
十
分
か
ら
「
春
の
お
楽
し
み
会
」 

 
 

寿
美
浩
会
（
す
み
ひ
ろ
会 

会
長 

米
沢
貞
夫
様
）
の
皆
様
が
「
岸
壁
の
母
」
な
ど
… 

こ
の
日
四
月
の
誕
生
会
も
…
ご
家
族
の
皆
様
ぜ
ひ
お
出
か
け
下
さ
い 

接
遇
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
十
の
研
究
委
員
会
が
ま
と
め
に
入

る
な
ど
大
童
（
お
お
わ
ら
わ
）
で
し
た
。 

 

こ
う
し
て
汗
を
流
す
こ
と
が
、
利
用
者
皆
様
の
ご
満
足

に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 
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三 

介
護
保
険
事
業
、
障
害
者
自
立
支
援
事
業
に
よ
る
収
入

合
計
額
に
対
す
る
人
件
費
率
は
六
〇
．
六
パ
ー
セ
ン
ト
で

す
。
健
全
性
は
維
持
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。 

四 

事
業
費
の
う
ち
最
大
の
も
の
は
給
食
業
務
に
か
か
る
委

託
料
で
す
。 

 
 

八
千
八
百
余
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
う
ち
管
理
費
は

前
年
度
比
百
四
十
余
万
円
の
減
で
す
が
、
二
十
三
年
度
に

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
競
争
を
求
め
た
効
果
で
す
。 

五 

仁
生
園
、
第
二
仁
生
園
の
施
設
整
備
に
つ
い
て 

 

 
 

こ
れ
ま
で
申
し
述
べ
た
と
こ
ろ
と
一
部
重
複
す
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
が
主
要
な
事
項
を
以
下
に
記
し
ま
す
。 

 

① 

二
号
館
の
ボ
イ
ラ
ー
更
新 

 

 
 
 

平
成
四
年
製
造
の
老
朽
ボ
イ
ラ
ー
で
す
。
二
十
三
年 

 
 

度
に
引
き
続
き
助
成
団
体
に
申
請
し
ま
す
が
、
不
採
択

と
な
っ
た
と
き
に
は
自
弁
で
更
新
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
六
百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。 

② 

や
す
ら
ぎ
の
和
室
を
改
装
す
る
費
用
と
し
て
二
百
五

十
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。 

 

③ 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
送
迎
用
自
動
車
は
平
成

五
年
製
造
で
十
万
キ
ロ
走
っ
て
い
ま
す
。
前
述
の
ボ
イ

ラ
ー
同
様
二
十
三
年
度
に
引
き
続
き
二
十
四
年
度
も
助

成
団
体
に
申
請
し
ま
す
が
、
不
採
択
の
場
合
は
自
力
に

よ
り
更
新
す
る
よ
う
五
百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。 

④ 

そ
の
ほ
か
施
設
設
備
面
で
懸
案
と
な
っ
て
い
る
も
の

が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
検
討
が
終
わ
っ

た
時
点
で
整
備
、
購
入
を
図
る
よ
う
工
事
請
負
費
、
設

備
整
備
費
、
委
託
料
を
合
わ
せ
二
十
三
年
度
と
同
額
の

三
百
五
十
万
円
を
予
備
的
に
計
上
し
ま
し
た
。 

 

⑤ 

職
員
の
処
遇
改
善
費
で
す
が
、
期
末
手
当
二
千
三
百

余
万
円
、
勤
勉
手
当
二
千
五
百
余
万
円
、
合
わ
せ
て
四

千
八
百
余
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
二
十
三
年
度
比
期

末
手
当
で
百
余
万
円
の
増
、
勤
勉
手
当
で
百
余
万
円
の

増
、
合
計
し
て
二
百
余
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

増
加
の
主
な
要
因
は
職
員
の
昇
給
・
昇
格
に
伴
う
も
の

で
す
。 

                 

 
 

 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

ひ
な
祭
り 

仁
生
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
二
月
中
旬

よ
り
利
用
者
様
と
雛
段
を
飾
る
な
ど
「
ひ
な
祭
り
」
の

準
備
を
進
め
て
来
ま
し
た
。 

三
月
三
日
（
土
）
の
昼
食
は
、
花
ち
ら
し
、
炊
き
合

わ
せ
、
う
ど
の
金
平
、
三
食
ゼ
リ
ー
、
若
竹
汁
。 

ま
た
、
お
や
つ
に
は
ひ
な
あ
ら
れ
を
頂
き
ま
し
た
。 

    

 

前
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
よ
う
に
、
介
護
に
あ
た
る

職
員
の
皆
さ
ん
は
仕
事
の
合
間

を
縫
っ
て
の
講
習
会
、
研
修
会
、

研
究
会
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

三
月
に
は
、
痰
の
吸
引
等
に

関
す
る
講
習
会
が
五
回
の
ほ
か

レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
予
防
（
写
真
）、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
、
フ
ッ

ト
ケ
ア
の
伝
達
講
習
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
ほ
か
年
度
末
で
す
の
で 

    

 

 

介
護
の
仕
事
は
な
か
な
か
大
変
で
す 

 
 
 

職
員
・
施
設
の
水
準
向
上
を
目
指
し 

毎
月
数
回
の
勉
強
会 

 
 

       

 

愛
寿
会
後
援
会
の
ご
支
援
の
も
と
「
春

の
お
楽
し
み
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
再
々
当
園
を
慰
問
し
て
下
さ

っ
て
い
る
寿
美
浩
会
の
皆
様
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
ご
協
力
下
さ
い

ま
す
。 

 

双
葉
百
合
子
の
「
岸
壁
の
母
」、
美
空
ひ

ば
り
の
「
真
っ
赤
な
太
陽
」
な
ど
一
時
間

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

正
午
か
ら
「
四
月
の
誕
生
会
」
で
す
。

こ
の
季
節
に
ふ
さ
わ
し
く
、
飾
り
寿
司
、

す
ま
し
汁
、
山
菜
入
り
天
ぷ
ら
、
肉
じ
ゃ

が
な
ど
の
行
事
食
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

利
用
者
一
同
何
よ
り
も
ご
家
族
皆
様

の
ご
来
園
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

ご
都
合
お
繰
り
合
わ
せ
の
う
え
と
も

ど
も
楽
し
く
お
過
ご
し
下
さ
い
ま
す
よ

う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

堀
内
ト
ミ
ジ
さ
ん
の 

「
岸
壁
の
母
」 

 
 

       

仁 

生 

園 


